全体集約
藤盛副委員長

　今回は春闘段階からしっかりと要求書を提出し、交渉をすることからも、日程を前倒しして、土曜日を含めた日程設定となったが、昨年より参加者が増えた。

　たくさんの課題をかかえている中、春闘をどう構築していくのか極めて重要な時期だ。今春闘において連合が統一ベア要求をしなかったことは残念。一方連合の春闘方針は未組織労働者含む全労働者のたたかいとして、定期昇給制度のないところは5,000円の要求をしてたたかうこととしている。

　賃金カーブが横ばいになっていることを克服し、定期昇級の実施をめざす。

　道本部としては、しっかりと額を設定したたかう。２０１２年公務員制度改革問題を視野に、全組合員へ周知をし、春闘の再構築をはかることが重要である。

　公共民間、臨時・非常勤のたたかい、運動の展開をはかっていく。

　当初予算闘争の中で、当局との交渉もまだまだ取り組める状況。「わたり」への道本部としての対応を求められている。情報の発信をしているのか。国が意図的に型にはめようとしていることに極めて遺憾。総務省対策、給料の到達のたたかいを引き続きたたかう。

　３３自治体については、地方版マスコミ報道されているところもあるが、早急に当該単組との対応を打合せ、各単組は運用上、システムや当局側の考えも違うので個別に実態にそった対応をしていきたい。

